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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、自然習得環境における日本語の第二言語習得過程を「学習者セオリー」という新た

な切り口から捉え、異なる学習者の第二言語習得過程に影響する諸要因を明らかにし、状況論的

観点から考察を加えたものである。特に、個別的な学習者セオリーの記述はもとより、ライフス

トーリー・インタビュー法による長期的な変容過程に影響する諸要因を捉えるとともに、特定の

状況下における言語運用と学習者セオリーの関係を理解することで、総じてこの問題をマクロと

ミクロの両面から捉えるべく研究を設計した。本研究では、従来取り上げられることの少なかっ

た日本語学習者に焦点を当て、外国人留学生と地域在住の外国人学習者を主たる対象とし、海外

留学中の日本人学習者、外国人を支援するボランティアのデータもあわせて収集することでこの

問題を多面的に考察した。これらの多様な文脈における学習者の習得過程を総合することにより、

狭義の言語処理過程を超えて、より広い通時的・共時的文脈の中で起こる個人の変容過程として

の第二言語習得過程に焦点を当て、従来のインプット－インタラクション―アウトプット型の心

理言語学的モデルで欠落する側面を汲み取る新たなモデル構築への第一歩を築いた。今後は、本

研究の成果を国際的な共同研究の形で発展させ、国際的な出版物への公刊、応用言語学関係の国際

会議等での発表等により発信していきたい。 

 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 600,000 円 180,000 円 780,000 円 

２００８年度 500,000 円 150,000 円 650,000 円 

２００９年度 800,000 円 240,000 円 1,040,000 円 

総 計 1,900,000 円 570,000 円 2,470,000 円 

 
 
研究分野：第二言語習得論 
科研費の分科・細目：日本語教育 
キーワード： (1)   第二言語習得 (2)   学習者セオリー (3)  ライフストーリー・インタビュー     
          (4)   アイデンティティー  



 
１．研究開始当初の背景 

社会的・状況的観点による第二言語習得理

論構築への関心が高まる中、特に1990年代半

ば以降、この流れに沿う研究が急激に増加し

ている。しかし、その多くは英語使用圏にお

ける英語学習者を対象とするものであり、日

本語学習者や日本に在住する学習者を対象と

するものはいまだ数少ない。同時に、こうし

た流れは、ある事象を客観的・数量的に捉え

る定量的研究手法から、体験者自身の視点を

重視し、その体験全体を前後の文脈の中で総

体的に捉える定性的研究手法への関心をも促

した。本研究では、上述の２つの流れを汲み、

日本における日本語学習者に焦点をあてたラ

イフストーリー法による研究を着想するに至

った。 
 
２．研究の目的 
本研究のねらいは、自然習得環境における

日本語の第二言語習得過程を「学習者セオリ

ー」という新たな切り口から捉え、異なる学

習者の第二言語習得過程に影響する諸要因

を明らかにし、状況論的観点から考察するこ

とにあった。特に、個別的な学習者セオリー

の記述はもとより、ライフストーリー・イン

タビュー法による長期的な変容過程に影響

する諸要因を捉えるとともに、特定の状況下

における言語運用と学習者セオリーの関係

を理解することで、総じてこの問題をマクロ

とミクロの両面から捉えるべく研究を設計

した。 

 
３．研究の方法 

上述のねらいのもとに、異なる学習者を対

象にライフストーリー・インタビューを実施

した。まず、外国人留学生（大学生）のデー

タを収集したが、このうち、一部の学生を対

象に特定の状況下における言語運用データ

とフォローアップインタビューデータも合

わせて収集した。次に、地域に在住する外国

人学習者を対象にインタビューを実施する

とともに、日本語支援にあたるボランティア

へのインタビューデータも合わせて収集し

た。また、多様な学習環境における事例収集

の一環として、海外留学中の日本人大学生に

もインタビューを実施し、関連データを集め

た。以上のデータに発見的手法による分析を

加え、マクロとミクロの両面から学習者セオ

リーとその変容過程の記述を試み、その結果

を総合しつつ、第二言語習得過程に影響する

諸要因に状況論的観点からの考察を加えた。 

 
４．研究成果 

以上の成果から、自然習得環境におかれる

学習者の第二言語習得過程における目標言語

アイデンティティの形成と言語使用の関係が

より鮮明に明らかになった。 

よりマクロなレベルでは、学習者セオリー

は、目標言語の学習・使用過程におけるイン

タラクション経験に基づいて形成される目標

言語アイデンティティと密接な関係にあるこ

と、それは母語と目標言語のアイデンティテ

ィの間で葛藤しながら変容していくこと、そ

の葛藤の一反応として沈黙期を経験する学習者

も少なからずいることが示唆された。 

よりミクロなレベルでは、特定の状況下にある

学習者の目標言語使用には、社会言語学的規

範に関する学習者セオリーに基づく独自の言語

使用規範が深く影響することが明らかになった。 

さらに、本研究では、ライフストーリーの手法を用

いることで、研究対象者の経験を総合的に対象

者自身の観点から掌握する方法を試みた。こ

の手法を通じて、第二言語習得を狭義の言語



処理過程ではなく、より広い通時的・共時的

文脈の中で起こる個人の変容過程として捉え、

従来のインプット－インタラクション―アウ

トプット型の心理言語学的モデルで欠落する

側面を汲み取る新たなモデル構築への第一歩

を築いた。 

また、従来取り上げられることの少なかっ

た日本語学習者や日本に在住する外国人学習

者の生きた経験を掌握し、多様な第二言語習

得過程の様相を浮き彫りにしたことも本研究

の成果の一つといえるだろう。 

以上の成果をまとめた研究論文を国内外の雑

誌に公刊し、国際会議における口頭発表により

公表した。また、国際雑誌への論文投稿の準備

も進めているところである。特に、アメリカ及びイ

ギリスの国際会議での発表を通じて、同様の課

題に関心を持つ研究者とのネットワーク構築が

可能となった。今後は、本研究の成果を国際的

な共同研究の形で発展させ、国際的な出版物に

よる公刊、応用言語学関係の国際会議等での発

表等により発信していきたい。以上の活動を通し

て、本研究の成果をさらに国際的に多角的に発

展させていく所存である。 
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